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【公開番号】特開2001-245262(P2001-245262A)
【公開日】平成13年9月7日(2001.9.7)
【出願番号】特願2001-339(P2001-339)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/92     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/92    　　　Ｈ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月17日(2007.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　第１のアナログ信号を第１のデジタルストリームに変換するエンコー
ダ（１６）と、
　第２のデジタルストリームを第２のアナログ信号に変換するデコーダ（２２）と、
　記録媒体上での読み出し及び記録のためのメディア・インタフェース（２０）とを有す
るデジタルビデオ記録装置において、
　マルチプレクサ（１８）が,前記エンコーダ（１６）、前記デコーダ（２２）、及び前
記メディア・インタフェース（２０）に接続されており、該マルチプレクサ（１８）は前
記デコーダ（２２）を直接前記エンコーダ（１６）に選択的に接続するように構成されて
いる、
ことを特徴とするデジタルビデオ記録装置。
　　【請求項２】　第３のデジタルストリームを出力するための少なくとも１つのデジタ
ルソース（１４，３４）をさらに有する、
請求項１記載のデジタルビデオ記録装置。
　　【請求項３】　前記マルチプレクサ（１８）は、
　前記メディア・インタフェース（２０）を前記エンコーダ（１６）または前記デジタル
ソース（１４，３４）に選択的に接続するための第１のスイッチ（３０，３８）と、
　前記デコーダ（２２）を直接前記エンコーダ（１６）または前記デジタルソース（１４
，３４）に選択的に接続するための第２のスイッチ（３２，４０）とを有する、
請求項２記載のデジタルビデオ記録装置。
　　【請求項４】　前記第２のスイッチ（３２，４０）はさらに前記デコーダ（２２）を
前記メディア・インタフェース（２０）に選択的に接続することができる、
請求項３記載のデジタルビデオ記録装置。
　　【請求項５】　第４のデジタルストリームを受信するためのトランスコーダ（３６）
が前記マルチプレクサ（１８）に接続されている、
請求項１から４のいずれか１項記載のデジタルビデオ記録装置。
　　【請求項６】　前記第１のスイッチ（３０，３８）はさらに前記メディア・インタフ
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ェースを前記トランスコーダ（３６）に選択的に接続することができ、前記第２のスイッ
チ（３２，４０）はさらに前記デコーダ（２２）を前記トランスコーダ（３６）に選択的
に接続することができる、
請求項５記載のデジタルビデオ記録装置。
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